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料FBR研究」をお届けいたします。

本号は、当所および当所と国内・外研究機関との共同

研究で実施してきた先進的技術である「乾式リサイクル

と金属燃料FBR」に関する研究成果を、電中研レビュー

No.37として刊行するものです。

現在、我が国では、原子力施設の事故やFBR導入の

遅れなどにより、原子力政策のあり方が議論されている

状況にあります。

この時機に、電中研レビューとして、次世代を目指し

た「乾式リサイクルと金属燃料FBR」を刊行すること

は、今日、各方面で議論されている将来の原子燃料サイ

クルや原子力発電のあり方に対しての一助になるものと

確信いたします。

読者の皆様には、ご一読の上、忌憚の無いご意見、ご

叱責を戴ければ幸いです。
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